
〕
鴬

蕊 夢皇fz寺

灘蕊割
窯

謹

灘

§
鍼鍼

蕊蕊

W"
認

蕊蕊

蕊凝議

［唾泌

懇
殿 ま

鴬…

錨湧聴

＃
鵠

ー

i鐸

…

藻

琴》奉悪

ｰ二

蔦

篭

ｰ

〆くじ-
．表紙~3べｰジ秋の見どころ, ｲべﾝﾄP
報④4～5ページ…こんにちは市民記者です⑲,

まち角紹介e6～7ページ…まちづくりに一役ノ ，

高萩市の生んだ作家たち⑮タ12～15ページ…<
｜

らしのインフォメーション

ノ、



入入

罰喬☆報★
腹I て

つ
え
く
考
い
。

と
の
い

』
卜
さ

い
ン
だ

た
べ
く

み
イ
で

し
い
ん

楽
し
し

を
楽
楽

グ
の
を

ン
隣
秋

キ
近
の

Ｍ
罪
勵

》
逵
矧

れ
見
に

、
の
緒

恥
萩
一

一
」
｜
局
斗
」

綱
卸
桂

ｒ
し
友

，
め
や

え
す
族

迎
す
家

雍
お
式

ズ
に
ま

一
た
し

シ
な
介

楽
あ
紹

行
る
を

侭
■
、
蘭
跡

L

蕊
罐

籍
…雫

鎌誕

缶

砦

睦…鍵蕊蕊籍

溝
言電＄

誰

篭蕊鍛1、

ミ

灘 雪雲
宅

寛政元年(1789年)の建築
i篝 …

で，江戸時代中期の豪農住

宅の代表的なものです。

1200坪の広大な敷地には．
おもや

主屋， 白壁・黒板の塀をめ

ぐらした城郭のような長屋
いし､k ･〉〈.､ら

門，そして前蔵衣裳蔵

庭園があります。

森赫公園

癖

韓

蕊，
霞 ､ 寒＃灘鍵鱗

鐸

蕊灘灘驚灘

鶴驚蕊
花貫ふるさと自然公園瞳

驚溌蕊鍵

2緋
フィールドアスレチックや林間広

難鐵鍵騨灘鷺霧鍵蕊議議議蕊

入館無料（立体映像観賞の場合は，

メガネ代が有料）

開館時間午前9時から午後4時

まで（月曜日休館）

連絡は，念24-2331へ

場，萩のトンネル， あずまやなどが

あり， 自然に包まれたなかで遊びが

楽しめます。また，公園内には，昭

和51年に大子町で開かれた第27回全

国植樹祭の時に，先の天皇皇后両陛

漂畷鯛麹函認興図
雪函霊震医

爵

蕊 蕊 鍵謹灘蕊

パネルやQ&Aのケーム，

<紹介します。 また，デイ

制です。

立体映像なと’を通して，花貫の動植物の生態を詳し

キャンプ．場でのバーベキュー用の炉の利用は，予約

下が，お手まきされたスギとイチョ

ウの木があります。

目函飼弱1，画圓廻コース(一巡ｺｰｽ38.5km)

高萩駅畿高戸小浜と万葉の道幾畳工芸美術館誤穂積家住宅と城吐周辺皇;大心苑畿
と名馬里ケ淵器土岳と小滝沢ｷｬﾝプ場期お手まき記念の森畿滝坂広場と滝神社の展望鶚

（森林公園）

八幡宮の森畿KDD茨域衛星通信所畿高萩駅

花貫ダム

安良j l

◎お問い合わせ先：商工観光課冠23－2111内線461
②



閂ゐ､

一j無 ,.､ 零－-戸やｲ

字

)ﾚγ'″／＝一一画
／ ／

蕊蕊

ﾌﾘｽﾄ・

アンブレラ

日本一アメリカ合衆国

1984－1991

~＝

ﾝｲガ
無無

蝿轟晋勤鍔j俄

醗蕊鍍鼠“
鐵詞
角､踵

燕藤踊
鰐

驚溌
麓

盤

§繊蕊
識

掴
鎚
鑓鐸}

予病罵蒜寛一言青雲~零…ﾂｰ壼云了r宝r~意寅司；

;蕊§』

HEしIMBRELLAS! JOINTPROJECT

ORJAPANANDU.S.A

opyrightChristol987.

繋縛見学に膝世
” ;； 、 ､ ､ .;､

〃淑鰯齢
本とアメリカ。谷間に展開
き 10月8日峡)から29日(火)ま．

する壮大な野外芸術。
２愚の(3凋匿

ところ常陸太田市から里美村にかけての国道349号沿いの約19キロメート

ル，幅約25キロメートルの周辺と，米国カリフォルニア州， ロサ

ンゼルス郡カーン郡の州間高速5号線沿いの約29キロメートル，

幅約2．5キロメートルの地域

これは， 「術の芸術家」 としても世界に広く知られているクリスト氏に
よる野外芸術作品で， 日本とアメリカで同時に実施されます。アルミニウム

とナイロンを素材とする高さ6メートル，直径8．7メートルの巨大な八角形

の傘が，時には野原全体を覆うような集団状に、 また，一列に並んだりさら

には，不規則な間隔をあけたりしながら配置され, H本側には1,340本の青

色の傘， アメリカ側には1，760本の黄色の傘が使われます。 クリスト氏は，
このアンブレラ・プロジェクトの意図について「両国の2つの谷における生

活様式，季節の色彩と光の類似点及び相違点を反映させようとするものであ
る｡， と述べています侭

常陸太田市パルテイーホール，里

美村民文化センターと現地の見どこ

ろ2か所（町犀，陣場） を結ぶシャ

トルバスが，土， 日曜日，祝日だけ，

午前9時から午後5時の間，随時運

行します。陣場， 中里，町屋には，

自転車（無料） も用意してあります

ので， ご利用ください。

里美村
県道高萩§大子；

。
里美村

◎お問い合わせ先ｸﾘｽﾄ･アンブレラ･インフォメーション･オフィス恋(0294)59-0970

茨城県県北振興課 念(0292)21-8111内線2551

教
》

⑨

夕、ノセ

障 場
(見どころ）

と き 11月24日旧)まで実施中

亀灘 ところ水戸芸術館現代美術ギャラリー

水戸市五軒町1-6-8a(0292)27-81

料金 600円(中学生以下， 65歳以上は無料）

渓谷に巨大なオレンジ色の布を吊した作品「

アレー・カーテン｣(1972年）の模型や写真など

今回の「アンブレラ・プロジェクト」のオリジ

ルドローイング(線画や製図など)を展示します

1 岳
抑

1

灘型
(瓢
・つ/，
一／ ⑨｢ヴァレー･カーテンの全貌

とアンブレラ・プロジェク

トのためのドローイング」

７

ヴ
と
ナ

ー

●中里

忽
垂
鯖
の
滝

○
ョ や

屋

へ

屍
哩
曾
申
）

見
ど
こ
ろ
）

まち

町

国営ひたち海浜公園開園

記念フェスティバル
と き 11月4日(月)まで実施中

休園日 月曜日(月曜日が休日の場合は火曜［

料金大人370円こと＝も 80円

（団体割り引きあり｡）

鬮車場6,000台収容可能（有料）

問い合わせ先国営ひたち海浜公屋|管

センター念(0292)65-9001～90

土･H曜日はもちろんのこと，期間

は，盛りたくさんの催しものでいつぱ

日 ）

。常磐自動車道 那珂l.C
常陸太田市

パルティーホール

言で滝

の駐車場
◎駐車場と特産品販売所

例シャトルバス， （ ）は，片道時間Ｃ

理
胴
中
い

●JR勝田駅より6knl(路線バス有り）

拳

③
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市

的確な運営に努力 高
萩
里
椒
毒
域
一
週
間
前
に
決
ま
る

議
会
日
程

り

鴇

内線議会事務局念23－2111 281

3
砦
陪
畢

高
萩
今
月
、
市
議
会
議
員
の

選
挙
が
あ
り
ま
す
が
。

梅
原
四
年
に
一
度
の
選
挙
で
、

二
十
日
告
示
、
二
七
日
投
票
で

行
わ
れ
ま
す
。
有
権
者
の
み
な

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
選
挙
の
意

義
や
役
割
を
し
っ
か
り
意
識
し

て
自
覚
を
も
っ
て
投
票
し
て
欲

し
い
で
す
ね
。

高
萩
議
会
事
務
局
の
主
な
仕

事
は
。

梅
原
庶
務
調
査
係
と
議
事
係

が
あ
り
ま
す
。
庶
務
調
査
係
は
、

議
案
や
請
願
、
陳
情
、
そ
の
他

の
調
査
、
企
画
、
立
案
、
広
報

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
議
事

係
は
議
会
の
議
事
や
会
議
録
の

作
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
会
事
務
局
は
議
会
の

議員さんは;:定例会や臨時会の

ほかにも1年中,地域の声を間い

たりと，活動していることをはじ

めて知りました。私も，一度は議

会を傍聴してみたいですね。
（
）

運
営
が
的
確
な
判
断
の
も
と
に

進
行
で
き
る
よ
う
、
常
に
正
し

い
知
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

必
要
に
な
り
、
迷
っ
て
い
る
訳

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
私
も
長
い
間
、
野

球
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
審
判

の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

高
萩
議
会
は
、
年
に
何
回
開

か
れ
る
の
で
す
か
。

梅
原
定
例
会
が
、
三
月
、
六

月
、
九
月
、
一
二
月
の
年
四
回

開
か
れ
ま
す
。
そ
れ
に
、
必
要

に
応
じ
て
臨
時
会
が
開
か
れ
ま

す
。高
萩
議
会
事
務
局
で
は
、
議

会
前
に
ど
ん
な
準
備
を
さ
れ
て

い
る
の
で
す
か
。

梅
原
開
会
前
は
、
開
会
中
よ

り
も
忙
し
い
で
す
ね
。
議
会
の

開
催
は
市
長
が
告
示
し
、
招
集

し
ま
す
。
そ
の
招
集
一
週
間
前

に
議
会
運
営
委
員
会
を
開
い
て
、

日
程
や
議
案
、
請
願
、
陳
情
な

ど
に
つ
い
て
相
談
し
ま
す
。
ま

た
、
市
長
か
ら
出
さ
れ
た
議
案

を
、
一
週
間
前
に
議
員
さ
ん
に

配
布
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
事
前

に
自
宅
審
議
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
で
す
。
ま
た
、
議
会
終
了

後
は
、
議
会
の
内
容
を
記
録
に

と
ど
め
て
お
く
た
め
の
会
議
録

作
成
の
仕
事
が
待
っ
て
い
ま
す
。 口

市
の
事
業
の

実
施
状
況
を
監
視

高
萩
議
員
さ
ん
の
数
は
。

梅
原
現
在
、
二
十
人
で
す
が
、

こ
れ
は
二
十
市
の
中
で
一
番
少

な
い
人
数
で
す
。

高
萩
た
し
か
人
口
で
決
ま
っ

て
い
る
の
で
す
よ
ね
。

梅
原
人
口
五
万
人
ま
で
の
市

の
場
合
議
員
定
数
は
、
三
十
人
ま

で
で
す
。
高
萩
市
は
、
昭
和
四
二

年
に
三
十
人
か
ら
二
四
人
に
減

ら
し
、
昭
和
六
二
年
の
前
回
の

選
挙
か
ら
議
会
の
議
決
に
よ
っ

て
二
十
人
に
し
ま
し
た
。

高
萩
議
会
の
し
く
み
と
仕
事

の
流
れ
は
。

梅
原
ま
ず
、
総
務
・
文
教
厚

生
・
経
済
・
建
設
の
四
つ
の
委

員
会
に
分
か
れ
て
審
議
を
し

ま
す
。
そ
れ
を
本
会
議
で
各

委
員
会
の
委
員
長
が
報
告
を
し

て
、
質
疑
、
討
論
し
、
採
決
と

い
う
手
順
に
な
り
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
先
ほ
ど
の
議
会
運
営
委

員
会
や
特
別
委
員
会
の
環
境
保

全
対
策
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

高
萩
そ
う
す
る
と
議
員
さ
ん

は
、
い
ず
れ
か
の
委
員
会
に
所

属
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

梅
原
そ
う
で
す
。
そ
の
ほ
か

に
も
議
会
は
、
市
の
事
業
の
実

一
）

蕊
な
じ
も
う
里
韓
詠
に

”
《
高
萩
に
家
を
求
め
て
六
年
に
な
り
ま
す
。
仕
事
の
た

め
今
も
東
京
に
、
こ
か
月
に
十
日
ほ
ど
が
と
び
と
び
で

す
が
単
身
で
出
か
け
ま
す
。
Ⅱ
高
蕊
は
良
い
と
こ
ろ
だ
と

津
、
、
段
段

思
い
ま
す
。
昔
か
ら
今
も
な
お
海
に
沿
っ
た
街
道
筋
で
、

山
と
海
の
自
然
の
風
景
に
す
ぐ
れ
心
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

》
つ
に
伸
び
て
い
く
の
か
未
知
数
で
す
が
、
諸
産
業
の
誘

致
の
こ
と
、
人
口
の
増
加
の
こ
り
、
観
光
に
対
す
る
整

備
な
ど
楽
し
み
が
あ
り
期
待
さ
れ
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
開
催
も
の
に
好
奇
心
を
持
ち
、
良
く
見

学
に
行
き
ま
す
が
・
年
々
、
増
加
す
る
己
サ
ー
ク
ル
や
参
加

瀞
に
、
市
が
一
生
懸
命
に
な
っ
て
い
る
の
が
推
測
で
き
、

私
も
な
じ
ま
な
く
て
は
と
心
に
か
け
て
い
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
私
の
育
っ
た
土
地
は
、
高
萩
の
反
対
側
の
日

本
海
に
面
し
た
新
潟
県
村
上
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
周

さ
ん
Ｕ
す
い
め
い

囲
か
ら
隔
離
さ
れ
た
城
下
町
で
、
山
紫
水
明
の
土
地
と

ぼ
し
ん

し
．
て
知
ら
れ
、
戊
辰
戦
争
の
と
き
焼
失
し
た
城
跡
（
お

な
ご
り

城
山
に
石
垣
）
だ
け
が
、
そ
よ
ぐ
松
と
と
も
に
名
残
を
し

麹
ぱ
せ
卦
荒
城
の
月
埠
の
歌
詩
を
陣
ず
さ
む
風
景
で
す
。

圭
族
中
心
の
武
家
町
、
町
人
を
主
・
に
し
た
町
人
町
、
《
当

、

韻

評

、

時
は
小
学
校
な
ど
は
っ
き
り
心
二
分
し
て
教
育
さ
れ
、

同
じ
よ
う
な
家
庭
の
集
合
体
で
教
育
は
や
り
や
す
く
徹

底
し
ま
し
た
が
、
閉
鎖
性
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
、
文

化
の
後
退
を
き
た
し
た
の
で
す
。
名
物
や
名
産
に
は
伝

鰯鰯

中
野
菊
夫
さ
ん

（
大
和
町
）

I

率
“
窮
群

④
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梅
原
友
寿
さ
ん

（
議
会
事
務
局
長
）

鰯へ
ま
錘
燕

Ⅱ
“
診

群

澪

譲

、

》

鋒
嘩
葱 蟻 、

i蕊
譲
蕊
溌
蕊
鍼
蕊
辮
蕊
隷

､L､､詔灘≦
の動きが

心を持つ

“；

蕊鶏

卜
議会だよりを見ると議会

かりますので，ぜひ，関
溌鐸学詮

吋
聴
嵩
魚
既
轆
恥

鋸

識鴻翰 識鑑噌蛎』鍵灘

読んで欲しいで~すね。烹再毎雲鏡

熟； § ノ

施
状
況
を
監
視
し
て
い
く
役
割

や
日
常
の
議
員
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
議
会
と
市
の
執
行
部
は
、

お
互
い
に
役
割
を
分
担
し
て
車

の
両
輪
の
よ
う
に
動
い
て
い
ま

す
。動
き
が
わ
か
る

議
会
だ
よ
り

高
萩
議
会
の
傍
聴
の
手
続
き

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

梅
原
当
日
、
玄
関
の
受
付
で
、

先
着
四
十
人
に
限
定
し
て
、
傍

聴
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

』串

識鰄
識
鍛
》
鐸
》

職易鄙,:』域轆閑壷

騨
張織其謡

灘
翻斑輯郭

瀧鰯

函

】つ黙
灘
熱
議
》

画■▲．

§
:雛

ー,

鴬

高
萩
市
民
の
み
な
さ
ん
の
関

心
は
ど
う
で
す
か
。
傍
聰
者
は

多
い
で
す
か
。

梅
原
先
月
の
九
月
議
会
の
一

般
質
問
の
時
は
、
二
十
人
ぐ
ら

い
で
し
た
。

高
萩
そ
う
で
す
か
。
私
も
今

度
、
勉
強
の
た
め
に
傍
聴
し
て

み
た
い
で
す
ね
。

梅
原
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ

い
て
議
員
さ
ん
の
一
般
質
問
な

ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

一
人
で
も
多
く
の
人
に
傍
聴
し

て
欲
し
い
で
す
ね
。
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高萩市選挙管理委員会委員
とらお

長久保虎夫さん(赤浜）,

高萩市選挙管理委員会は，選挙の管理と執行，それに投票率

の向上と浄化を主な目的としています｡しかし,この投票率の向上

は選挙管理委員会の努力だけではどうにもなりません。有権者

のみなさんの深いご理解とご協力がなければこの目的は達成で

きません。

過去の選挙を振り返って見ますと， 身近な選挙や激戦といっ

た場合はともかく， そのほかの選挙，特に，単独の参議院選挙

や知事選挙の投票率が低く，参議院選挙の場合は，常に30パー

セント台と低調でした。民主主義の基本は多数決です。全ての

選挙において，高い投票率が選挙管理委員会の願いです。

投票率を年齢別に見ると若い層が低調です。大切な国や地方

の選挙です．棄権しないよう願っています。今，選挙権の拡大，

つまり年齢を18歳に引き下げようといった世論も一部にあるよ

うです。そうした時だけに， なおさら，若い人たちの奮起が望

まれます。

公職選挙法が施行されてすでに100年余，婦人参政権獲得か

ら40余年， しかし， いまだにマスコミで報道されているように

選挙にまつわる買収やもてなしなど，悪質な違反事件が後を絶

ちません。誠に残念でなりません。昨年2月，公職選挙法の一

部が改正されて，公職にある人の寄附行為は一切，罰則付き

で禁｣卜されたことは，すでに， ご存じのとおりです。これは，

お金のかからない明るく正しい選挙を進めるための思い切った

改正です。高萩市では，社会教育の一環としての選挙の常時啓

発のため， 明るい選挙推進協議会設立について目下，検討中で

す。

今月は，市議会議員の一般選挙が行われます。選挙管理委員

会は，選挙の完壁な管理・執行と投票率アップに取り組んでい

ます。有権者のみなさん，特に，次代を担う芳い人たちのより

一層の奮起を願ってやみません。

高
萩
も
っ
と
私
を
含
め
、
み
な

さ
ん
が
議
会
へ
の
関
心
を
持
た

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。

梅
原
議
員
さ
ん
た
ち
が
編
集

し
て
い
る
、
議
会
だ
よ
り
を
年

に
五
回
発
行
し
て
い
ま
す
が
、

議
会
の
仕
事
、
動
き
が
よ
く
わ

か
る
の
で
、
も
っ
と
読
ん
で
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

高
萩
主
人
は
読
ん
で
い
ま
す

が
、
私
は
あ
ま
り
読
ん
で
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
興
味
を
持

つ
よ
う
に
し
て
読
ま
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
ね
。
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つ
い
じ
ゅ、

“

統
の
も
の
が
多
く
、
木
彫
堆
朱
、
鮭
へ
わ
が
国
北
限
の

茶
、
地
酒
、
四
季
折
々
の
新
鮮
な
魚
貝
類
な
ど
心
〃
ま
た
、

、
“
せ
な
み

あ
つ
み
、
》

さぎが
わ

近
隣
の
風
景
と
し
て
瀬
波
温
泉
や
温
海
温
泉
、
笹
川
の

あ
ら
か
わ

流
れ
、
荒
川
峡
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
一
度
、
お

い
で
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
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賛鐸鶴
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鐘高萩市の牛んだ
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古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
取
り
組
む

ﾉ

鴬 灘

難蕊蕊

「
ご
み
箱
に
捨
て
る
紙
の
約
六

十
％
、
さ
ら
に
新
聞
、
雑
誌
な
ど

を
あ
わ
せ
る
と
約
七
十
％
が
再
利

用
で
き
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り

ま
す
。
社
員
を
は
じ
め
、
一
人
ひ

と
り
が
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
意
識

を
持
つ
こ
と
が
一
番
大
切
な
こ

か
ず
じ

と
で
す
ね
四
と
井
上
一
二
所
長
。

東
京
電
力
㈱
高
萩
営
業
所
（
従

業
員
二
六
人
）
で
は
、
事
務
室

の
身
近
な
と
こ
ろ
に
リ
サ
イ
ク

ル
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
、
コ

ピ
ー
用
紙
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

葱
急
癌
し
爵
紙
Ｅ

パ
ン
フ
レ
ヅ

雅
溌
鐵
識
八
ゞ
〆
青
擁
き
・
ガ
ラ
ー

ゴ
ピ
咄
用
紙
な
ど
を
回
収
し
て
、

古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
取

〃
組
ん
で
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
入

朝
早
く
か
ら
山
鳩
が
庭
で
鳴
い
て
い
る
。

え
さ
ま

最
近
で
は
す
っ
か
り
慣
れ
て
、
餌
を
撒
く
と

●
●
●

ち
ゃ
か
つ
し
ょ
く

つ
が
い
で
足
元
ま
で
寄
っ
て
く
る
。
茶
褐
色

の
羽
根
が
秋
の
陽
を
い
つ
ぱ
い
に
浴
び
て
ま

ぶ
し
く
輝
い
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
気
ま
ぐ
れ

も
言
ｂ

で
時
々
モ
デ
ル
に
な
っ
て
貰
う
の
だ
が
、
二

羽
の
山
鳩
は
悠
々
と
餌
を
食
べ
て
い
る
よ
う

（
）

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

も

の

で

す
。

こ
の
ほ
か
、
紙
を
全
て
再
生

紙
に
切
り
替
え
た
り
、
Ｏ
Ａ
機

器
の
活
用
に
よ
り
紙
を
使
わ
な

い
で
画
面
に
よ
る
処
理
な
ど
に

っ
た
会
議
の
資
料
な
ど
は
、
い

つ
ぱ
い
に
な
る
と
裏
庭
の
集
積

場
に
置
い
て
お
き
、
二
週
間
に

一
度
の
割
合
で
日
立
営
業
所
に

運
び
、
さ
ら
に
水
戸
の
茨
城
支

店
へ
と
運
ぶ
し
く
み
で
あ
り
、

企
業
内
で
古
紙
の
回
収
ル
ー
ト

を
確
立
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
環
境
問
題
を
考
え
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
資
源
を
大
切
に

環
境
と
調
和
し
た
リ
サ
イ
ク
ル

社
会
の
実
現
の
た
め
、
今
年
の

四
月
か
ら
全
社
的
に
企
業
と
し

東
京
電
力
㈱
高
萩
営
業
所

で
い
て
、
実
際
写
生
を
す
る
と
な
る
と
、
や

は
り
動
き
が
早
く
て
な
か
な
か
細
部
ま
で
つ

か
み
に
く
い
。

「
お
い
お
い
、
あ
ん
ま
り
動
か
な
い
で
四

な
ど
と
勝
手
に
声
を
か
け
な
が
ら
観
察
し
て

い
る
の
だ
が
、
案
外
、
山
鳩
の
ほ
う
が
こ
ち

ら
の
何
倍
も
人
間
を
観
察
し
て
い
る
の
か
も

職
勧
溌
録
鰯
這
灌
麓
溌
耳
に
残

串

“

叩

梺

…

》

《

串
率
屯
番
搾
晋

》串

窪
一
》

》
》
、
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串》貼

（
や
貼
痴
一
輔
＄
＄
＄
》

韓

串

“

》

串

“

“

串

罐

串

串

設

い

“

串

“

貼

貼

貼

醜
議
秘
溶
譲
群
鶴
愚
翻
帝
内
の

経
堆
悪
職
錫
迩
亜
こ
の
よ
う
な

活
動
の
輪
，
職
が
奴
審
謝
繕
し

た
い
も
の
｝
で
す
母
『
〃
’
３
》
：

よ
っ
て
耐
↓
事
前
に
不
用
紙
を
出

さ
な
い
勢
力
も
続
け
て
い
ま
す

ま
た
、
”
検
針
票
の
控
え
約
五
、

六
万
枚
は
八
別
の
業
者
に
出
し

て
再
生
し
て
い
ま
す
。

「
回
収
ル
ー
ト
が
あ
る
か
、

な
い
か
侭
よ
ら
だ
、
こ
の
運
動

の
広
が
り
継
続
性
が
決
ま
り
ま

す
。
コ
ピ
ー
の
わ
き
に
ご
み
箱

を
置
く
の
で
は
な
く
、
リ
サ
イ

ク
ル
ボ
ツ
ク
ス
を
置
い
て
お
く

こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
運
動
の
理

想
で
は
な
唖
》
で
し
よ
う
か
唾
と

｜
、
）

、
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撫
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識
瀧

醗
無
職
班

じ
み

〃
地
味
な
色
調
で
食
卓
の
あ
る
部
屋
の
一
隅
を
表

現
し
て
い
る
。
構
成
と
マ
チ
エ
ー
ル
（
画
面
の
材
質

的
効
果
）
が
き
ち
ん
と
し
て
、
造
形
的
に
も
す
ば
ら

し
く
空
気
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。
〃
と
い
う
講

評
を
受
け
た
の
が
、
九
月
一
二
Ⅱ
㈹
か
ら
二
四
Ｈ
㈹

ま
で
、
岩
手
県
盛
岡
市
で
開
か
れ
た
「
ね
ん
り
ん
ピ

ヅ
ク
Ⅵ
全
国
健
康
福
祉
祭
い
わ
て
大
会
」
シ
ル
バ
ー

作
品
展
洋
画
の
部
で
厚
生
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
ド
村

さ
ん
（
六
四
歳
）
の
作
品
「
一
隅
」
で
す
。

「
私
の
絵
は
、
ま
だ
ま
だ
と
い
う
気
持
ち
が
強
い

の
で
、
う
れ
し
さ
と
は
ず
か
し
さ
が
半
分
ず
つ
で
す

下
村

ヘ哲言
安さ
；ん
いちぐう

｢一隅｣力

厚生ノ

3洋画の部で

く臣賞
⑥(イキイキ横顔)，紙面に登場してくださ～い･＊連絡先＊市民活動課合23－2111内線262



高萩②昔話と

民俗

さだお

鈴木 貞夫さん

蕊(石滝）

(日本画）こぶと じぃ

瘤取り爺さん

と鬼（12

志田諄一

知
れ
な
い
。
秋
の
訪
れ
と
と
も
に
日
常
の
小

そ
ほ
く

さ
な
野
生
と
の
素
朴
な
心
の
ふ
れ
あ
い
が
、

い
っ
そ
う
深
ま
っ
て
い
く
よ
う
な
気
が
す
る
。

春
、
あ
れ
ほ
ど
華
や
か
だ
っ
た
庭
先
の
ぼ

た
ん
桜
や
こ
ぶ
し
の

。
講
説
葉
も
黄
色
く
な
り
、

す
ゴ
で
だ
い
ぶ
落
ち
て
し
ま

奇
鈎
程
っ
て
、
遠
く
目
を
写

離
稚
噛
継
糊
噺

く
鑑
貰
々
い
繁
っ
て
い
る
。
日

壼
元
帳
射
し
も
柔
ら
か
く
な

唖
嘩
誹
り
心
風
も
涼
し
く
な

み
ル
の
り
、
山
々
も
少
し
ず

し
デ
歩

親
モ
散
つ
色
づ
き
は
じ
め
て
、

輻
唾
も
そ
の
辺
を
ス
ケ
ッ
チ

詐
峠
需
に
歩
く
に
は
絶
好
の

，
の
た
季
節
に
な
っ
て
き
た
。

「
収
穫
」
Ｆ
卵
号
と
い
う
と
こ
ろ
は
、

第
三
回
国
際
美
術
大
賞
展
（
八
月
）
優
秀
賞
受
賞
作
海
と
山
に
囲
ま
れ
た

、逢坂関と足柄山といえば，つぎの
雪 識‘ 、 えき

話も有名である｡、後三隼の役のとき，
しん

八幡太郎義家の苦戦を聞いた弟の新
ら ． :よじみつ

羅三郎義光ほ救援のため奥羽に市陶
: ．｡ ． . ､ :． "､ * ． ､ ､ . ， ､ ､ お彫りっ ､ ､ ､ し濁

した｡■Ⅱ義光はかねて音律を好み,麓
凶 "趣‘よ“のどぎだだ "…" "- ' “ 、* 裾い

の師豊原時忠について笙の秘曲，太
螺〈 . ､“講職≠： ． . . ： ､ ､ ; . ､

食, I &平調の複伝をうけ,名器交丸を
． 、 .＃： ． ． ： ； ： ； 、 、 ． ． 、 、 ．､ . ､ : . ､ ; ､謎職. " ･ "

授けられた碑しかし, Ⅱ蕊羽｡に下る’と、
、 、 、 ； － ．； ． ． 、

き名器の失われるのをおそれ;窪坂
' , ’ , : ' ､ ' '' ､

山で豊原時忠に交丸を返した。
：

: ： "さらにその途中j足柄山で笙の秘
： ； ､ . ぉい･ “ -ときあき ､

曲を時忠の甥の時秋に授けた, とい
いまか力鰍 ． ‐ 、 、 ．

われる,。 『今鏡』第七にも豊原時忠
電'-, . . r

は，交丸という笙の名器や秘曲を，
錘ぅ懇のじよう

F刑部丞義光といひし源氏のむさの

このみ侍りしに。教えて笛も与えた。

義光が娠あづまの方へまかりけるに」

時忠が見送ったとき，笙の笛を時忠

に返して別れた， とある。
さ力蛍み するが

相模(神奈川県)と駿河(静岡県)の

国境で足柄峠には,｢新羅三郎義光笛

吹の石」というのが今も残っている。

しかし，義光がわざわざ笙の名器交

丸を逢坂山で豊原時忠に返したり，

足柄山で秘曲を時秋に伝授したりす

るだろうか。この話の背景にも，国

境の山や坂の神が芸能を好むという

考えがみられるのである。

‐

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
、
四
季
の
変
化
の
穏

や
か
で
細
や
か
な
美
し
さ
を
持
っ
た
土
地
柄

び
ょ
う
び
ょ
う

で
あ
る
。
東
に
は
秒
秒
た
る
太
平
洋
が
横
た

わ
り
、
そ
の
波
の
変
化
、
動
き
を
見
て
い
る

だ
け
で
も
悠
久
の
時
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
る
。

ま
た
、
雨
上
が
り
の
花
貫
あ
た
り
に
行
っ
て

み
る
と
、
ダ
ム
の
水
面
か
ら
霧
が
舞
い
上
が

は

う
ん
え
入

り
、
山
肌
を
這
い
上
が
る
雲
烟
と
な
っ
て
幽

か
も

幻
な
美
し
さ
を
醸
し
出
し
て
く
れ
る
。
そ
し

て
、
ま
た
、
高
戸
の
断
崖
に
昇
る
オ
レ
ン
ジ

色
の
満
月
も
魅
力
的
な
情
景
と
な
っ
て
い
る

等
々
・
…
・
・
・

身
近
な
自
然
は
、
季
節
や
時
刻
に
よ
っ
て

千
変
万
化
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
て
く

れ
て
風
趣
が
尽
き
な
い
。
季
節
ご
と
の
草
花

す
ず
め

と
の
巡
り
合
い
や
庭
先
で
の
雀
た
ち
や
山
鳩

と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
自
然
へ
の
観
照
を

深
め
て
行
き
た
い
と
思
う
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
高
萩
の
四
季
折
々
の
美
し
さ
を

二
十
景
ぐ
ら
い
選
ん
で
ま
と
め
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ｰ

が
、
励
み
に
な
る
の
で
こ
れ
か
ら
も
、
一
生
か
け
て

絵
を
描
き
続
け
て
い
き
た
い
〕
と
下
村
さ
ん
。

日
立
の
会
社
で
設
計
の
仕
事
を
し
て
い
た
下
村
さ

ん
が
絵
を
は
じ
め
た
の
は
、
今
か
ら
八
年
前
、
定
年

あ
か
し

間
近
に
な
っ
て
、
何
か
人
生
の
生
き
た
証
に
残
し

て
お
き
た
い
と
思
い
、
友
だ
ち
の
亡
く
な
っ
た
お
父

さ
ん
の
作
品
に
、
そ
の
人
の
人
が
ら
が
表
現
さ
れ
て

い
る
の
を
見
て
自
己
流
で
は
じ
め
ま
し
た
。

好
き
な
作
家
の
作
品
を
見
に
行
っ
た
り
、
本
を
見

た
り
努
力
と
勉
強
を
続
け
、
こ
こ
三
年
ぐ
ら
い
県
展

や
創
元
会
展
で
も
入
選
を
果
し
て
い
ま
す
。

「
〃
絵
と
は
、
生
に
お
け
る
風
土
を
、
そ
の
思
想
も

哲
学
も
一
枚
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
託
す
、
無
言
の
行
い
で

あ
る
。
〃
と
い
う
有
名
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
私
の

モ
チ
ー
フ
（
主
題
）
は
「
さ
さ
ら
」
を
と
お
し
て
の

文
化
・
生
の
表
現
で
す
。
何
を
強
調
し
、
何
を
は
ぶ

き
、
ど
こ
で
筆
を
置
く
か
と
て
も
む
ず
か
し
い
で
す

へ
提
Ｌ

が
、
こ
れ
か
ら
も
、
下
手
で
も
う
ま
味
の
あ
る
絵
、

い
な
か

田
舎
料
理
の
じ
ゃ
が
い
も
の
煮
っ
こ
ろ
が
し
の
よ
う

な
味
の
あ
る
絵
が
か
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
〕
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

笙(しよう）

⑦ ＊まちづくりに地道な活動をしているグループ(まちづくりに一役/)や，身につけた技や趣味を持つ人



鶏‘ 蕊

園体と個人の部で優勝9月1511(II)取手市で,平成
3年度北関東新潟地区勤労青少年スポーツ交流大会（ボウ

リング大会）が開かれ， 団体の部では勤労青少年ホームが，
せいのなるひで

個人の部では高浜町の制野徳秀さんが優勝を飾りました。

高萩美協展 高萩美術協会では， 9月14

日仕)から18日(和の間，市民センターで第18回高萩美協展を

開きました。会場には， 6号から50号までの日本画や油絵

42点が展示され， たくさんの人が訪れました。

（
）

一審琴窒篝＝鴇蓉.蕊為ｷー
巻‘

感謝の雷葉と花束を 秋の全国交通安全運動週間
の初|]の9月21日仕)，交通少年団5人は，高萩警察署や病

院など5か所を慰問し， 日ごろの仕事に対して感謝の言葉

と花束を贈りました。

下水道に理解と関心を 下水道に対する理解と関
心を深めるために， 9月21日仕1， 22日(I I)にイトーヨーカ堂

広場で，下水道相談コーナーを開きました。会場には，家

族連れのみなさんが立ち寄り熱心に聞き入っていました。ｰ

体力年齢を測定
I1ごろ気になっていた体力

年齢を測ってみようと市民体力テストが， 9月29日(H)市民

体育館で行われ， 30人が参加し，垂直飛びやジグザグドリ

ブルなどに挑戦していました。

運転技術を再点検 増えている女性ドライバー
の交通事故防止のため， 9月27日(金)中央公民館で，女性ド

ライバー交通安全セミナーが行われ,女性120人が参加し，

講話や実技を通して運転技術を再点検しました。
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塵布圃をフル驚溌卜 残暑厳しい9月6日(金)，老

人いこいの家で,市内の各種婦人会なと尋のみなさん約20人が，

今年85歳を迎えた54人へ送る座布団をつくり，敬老の日を

前にプレゼントしました。

擬篝錬お議篭
9月4日(和と5日㈱の両日

88歳以上の157人のみなさんの自宅を市長が直接訪問し，

より健やかにと長寿のお祝いの品を贈りました。

ー

謝紳城手品で繍鱸諦震隠寿
しようらぃそう つど

を願い， 9月16日(月)松籟荘で敬老の集いが開かれ，島名の
あかがみ

子ども会が参加しておはやしを， また島名の赤上三郎さん

は手品などを披露してお祝いしました。

簿鄭か惹職鎧鰯雲鱸鯏［
第13回老人を囲む三世代の集い芸能発表会が，敬老の日の

9月15日旧)に開かれ，優良クラブなどの表彰，そして各地

域のみなさんによる歌や踊りが披露され， なごやかなひと

ときとなりました。
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カラオケを愛好する64人で

結成した高萩市カラオケ望み会では， 9月8日旧)文化会館

で，第1回高萩市望み会カラオケ発表会を開催し， 自慢の

のどを披露しました。

つど

歌と蕊り鱒議しい蕊い第5回チャリティ歌と踊り
の楽しい集いが， 9月16日(月)文化会館で開かれ，歌や踊り

などのもりだくさんの演出に，会場からは盛んな拍手が寄

せられました。
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纒あなたの写真や情報をお待ちじています

＊連絡先＊市民活動課広報広聴係念23 2111内線262

アメリカ篭視溌
農業先進国における農業経

営のようすを観察し，知識を習得しようと，上手綱の作山

由美さんが， 8月21日(刺から16日間， アメリカのシカゴな

どの農家を視察してきました。
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師

藤
淫

＃

熟
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蕊 蕊 …
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… 灘§鍵議謬霞

訓練の成果を披露驫儲撫震冤
法競技大会日立地区大会が， 9月7日仕)高浜運動広場で開

かれ，市内では，第4分団(島名）と第10分団(高戸)が参加

し， 日ごろの訓練の成果を披露しました。

篭ぎわった鍵康まつり 大腸カンの講話や三遊亭円
楽さんの講演などを盛り込んだ第6回市民健康まつりが，

9月1日(日)文化会館で開かれ，約3,000人の人出でにぎわ

いました。
■_〆

灘

勘チー餅幽が識細
第24回高萩市ママさんバレ

ーボール大会が， 9月8日(日)市民体育館で開かれ， 9チー

ム103人の参加により熱戦が繰り広げられました。

寮懲逼,がつ適蹴こ 9月，日旧)の防災の日に合
わせて， 9月3日伏)JR常磐線高萩駅構内で総合事故復旧訂||

練を行い，職員が，万が一の事故で安全に，かつ適切に乗

客の避難誘導するための訓練を行いました。
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稗 群
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鉢

務W:"
韓
･

糠
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雛熟 ＊
◇

稗◇稗 j リ

鉢●稗● ､ 』
◇

稗
◎

稗
◇

稗 斡

鼻 このたび， はからずも大久保市長のご推挙により，去る9 患
･ ◇

脅月の市議会定例会において，市議会議員のみなさんのご同意曹
訴 稗

鼻をいただき，収入役に就任しました。 患
･ ･

： 私は,何ぶんにも浅才薄学かつ微力ですので,内心, この零群
＃職責を果たし得るかと，不安とその責任の重さに身の引き締？

稗

：まる思いです。 ・認
＃ ご存じのとおり，今,高萩市は,平成12年（西暦2000年） §

；を目標年次とした新総合計画第2次基本計画に基づき｢海と ；
･

誉緑を生かした産業文化都市」人口5万人の都市をめざして， 尋

：大きく飛躍するための都市基盤整備をはじめ市民の健康と福：
● ◇

曹祉の向上等多くの政策が進められている大事な時期にあり 誉
誌 幹

患ます。 群
･ ●

等 このような時にあたり，私は市役所職員として勤務してき 腎
粍 弊

きた39年間の経験と， その間に諸先輩のみなさんからいただき 熱
･ ･

誉ました温かい数々のご教訓を生かしながら，公金の出納，及警
灘 斡

きびその他の会計事務の適正な執行に専念し，市長の施策の円鼻

；滑な推進と市政発展のために心を新たにして,職員とともに､ 警苓
患一生懸命，職務の遂行に努力していきます。 群
･

； 市議会議員,及び躯のみなさんをはじめ､ 関係機関のみ：
＃なさんのご指導， ご鞭燵を心からお願いして就任のごあいさ＃

：つとします。
灘

誌
。 C

粍◇稗◇銘・幹◇幹◇稗・幹◇幹◇稗◇幹◇糠◇認◇糠◇稗◇幹◇韓◇糠◇幹◇韓◇群◇雛◇誌･認･韓◇群◇対◇葬・誌◇認・稗

譲灘
職;1藷鐸＃

涛謬､ .;鐸.､､‘
熱鍔､。､ ;､"･ 鳥

蕊裁銑溝¥

癖

鱗も

鱸 蕊鍵
灘

歩、
ｰ

鈴木一認鴦んに湧脅市民索

9月18日(和，市役所でこのほど新しくできた高

萩市の名誉市民章が，大久保市長から鈴木一司さ

ん（本町）に贈られました。この名誉市民章は，

市の木。まつ，花・はぎをデザイン化した金銀製

のものです。

鈴木一司さんは，先の，平成元年11月22日，市

制施行35周年記念式典で，市政発展に尽力された

として第1号の名誉市民の称号が贈られていまし

たが，今回，称号のほかに， この名誉市民章が贈

られたものです。

ー

ー

SM,,鉄瞳記念日魯前にお色I腐し

松岡地1笈公民餓迩血I畷I溌設畷 毎月，第1土曜日に，勤労青少年ホームわきの

SL9600型（キュウロク）蒸気機関車の手入れを
てるお

しているのが, SLを守る会（山内照男代表会

g20人）のみなさんです。

9月7日仕)も, 10月14日(月)の鉄道記念日を前に

お色直し （ペンキ塗りや油さし，清掃など｡)をし

ていました。記念日には．午前中に公開も予定さ

れています。みなさんでと．うぞ。

健康なまちづくり （ヘルス・パイオニア・タウ

ン）事業の一環として， 9月3日(火)から松岡地区

公民館に血圧計が設置され， 同館を訪れる利用者

に好評です。 また，血圧計はこのほかに，市役所

や保健センターにも設置されていますので， 日ご

ろからみなさんの健康管理にご利用ください。
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一

二 ､設史 [負
唖設 ､群 ､

。；芋八J軸銀蝿

叱典] 韻､蝉､
、､心強t締品ﾐ ﾐ

}堪綿} ､ミザ 汗

田畑，牧場などへ立ち入ることから，

入山する人や地域のみなさんのご理解

とご協力が必要になりますので， よろ

しくお願いします。

また， 1回の駆除期間は， 10日間と

定められており，いつでも駆除が実施

できるとは限りません。そのつど，許

可が必要となりますので， 自衛手段な

どを講じて，農林産物の被害防止に努

めてください。

有害鳥獣（いのしし，からすなど｡)

による農作物の被害を防止するため，

有害鳥獣駆除隊の協力を得て，駆除を

実施します。駆除は， 11月15日(金)から

平成4年2月15日仕)までの狩猟期以外

で，被害を受けた農家などから，常設

委員をとおして被害届け出のあったも

のについて，県の許可を受けて実施し

ています。

駆除の実施には，銃器を使用するた

め，安全性が重視されますので，山林，

全国秋季火災予防運動

11月9日(土)～15日燭

今年も，恒例の秋の火災予防運動が

11月9日仕)から15日(金)まで1週間にわ

たり実施されます。

近年の建物火災による死者（放火

自殺者を除く｡)のうち， その9割は住

宅火災によるものです。

また，高齢者層の火災における死者

の発生率は，若い人に比べ格段と高く，

今後，一層の高齢化が進むにつれて，

火災による死傷事故の増加が予想され

ます。毎日が火の元警報発令中という

意識で， 日ごろから火災の予防に心が

けましよう。

画火の用心・7つのポイント園

○寝タバコやタバコの投げ捨てをしない。

○子どもは， マッチやライターで遊ばせない。

○風の強いときは， たき火をしない。

○天ぷらを揚げるときは， その場を離れないC

O家のまわりに燃えやすいものを置かない。

○風呂の空だきをしない。

○ストーブには，燃えやすいものを近づけない。

邑 二

防注射を受けさせ,獣医師の指示に従

い，登録等の手続きを済ませてくだ

さい。

○鑑札と注射済票は愛犬の首輪に必ず

付けておいてください。

○犬はつないで，特定犬はオリの中で

飼いましょう。

生後91日以上の犬の飼い主は，狂犬

病予防法の規定により，その犬に毎年

1回の登録と狂犬病予防注射を受けさ

せなければなりません。

○室内小型犬，猟犬などの例外はあり

ません。全ての犬が対象です。

○最寄りの動物病院で，犬に狂犬病予

10月1日付の

市役所の人事異動です
平和祈念事業特別基金では， この度，

先の大戦で本邦以外の地域から引き揚

げた人々に書状（内閣総理大臣名） を

贈呈することになりました。

書状の贈呈は，請求に基づいて行う

ことになっていますので，福祉事務所

にある所定の請求書に記入のうえ，必

要な書類を添えて，平和祈念事業特別

基金まで送付ください。

請求書類の受付期限は，今年の9月

から平成8年3月31日までです。

（ ）は前の職歴です。

〈部長〉

・総務部長＝大部浩志(教育委員会教育

次長)・教育委員会教育次長＝江尻寛(民

生部参事兼衛生課長)・建設部参事兼建

設課長＝大高渉(建設課長）

〈課長＞

●衛生課長＝伊藤平樹(職員課長)●職

員課長＝藤田泰治(監査委員事務局長）

・監査委員事務局長＝青山治郎(保険年

金課長)●保険年金課長＝小泉米三(商

工観光課長)・商工観光課長＝鈴木俊光

(農林課長補佐兼農林係長)・水道課副

参事＝大部義雄(水道課長補佐）

〈課長補佐〉

・農林課長補佐兼農林係長＝大高一生

(会計課長補佐兼用度係長)・会計課長

補佐兼用度係長＝豊田雅光(都市計画課

長補佐）

L三

相談したい人は， 国民年金，厚生年

金などの記号番号や納付状況のわかる

ものを持参してください。相談貝は，

社会保険事務所の専門官と市職員です。

恥

保険年金課

金23-2111

内線232

＞

年金相談会

差唖簔溌聾i蟹琶謝
⑫

日ﾙ』

10月28日(月）

29日(火

30日(洲

11月1日(金）

時間;と場所

午前10時～午後4時

市民センター1階相談室

午前10時～午後4時

松岡地区公民館小会議室

午前10時～午後4時

勤労青少年ホーム

午前10時～午後4時

向洋台集会所
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詞しらせ高萩市議会議員一般もよぁし

選挙の投票日は10月27日(日)で玩写真で見る

高萩の石碑･石仏展Ⅲ 高萩市選挙管理委員会(庶務課内） 念23-2111内線311

これからの4年間，市政を任せる人を選ぶ大切な選挙です｡.棄権することの

ないよう，みんなそろって投票しましょう。
剛歴史民俗資料館 壷23-

r刃

L』

歴史民俗資料館では， 11月1日鰯か

ら12月1日(日)まで, 『写真で見る高萩の

石碑･石仏展』を開催します。市内には，

500を上回る石造物があります。これ

らはみな貴重な文化遺産であり，保護

しなければならないものです。展示会

では， この中から約100点の石造物の

写真を展示します。

○展示物

石碑・石仏の写真パネル，説明パ

ネル，各石造物の場所を示した市内

地図，年表など。

○休館日

月曜日， 11月29日(金）

、｣学校へ入学するお子さんの健康診断
羽教育委員会 壷23-11

可
Ｊ

Ｆ
Ｌ

平成4年4月に入学するお子さんの健康診断を，次の日程で行います。

次のようなときは， お尋ねください。

○心身に障害があり，普通の学校では

就学困難と思われるお子さんをお持

ちの人

○健康診断については，該当世帯にそ

れぞれ通知していますが,通知もれ，

または，住所変更をしたとき。

○その他不明なことがあるとき。

ー

疋菫度身体障害者(児)住宅等整備費補助制度
畦料巡回法律相談
市民活動課金23-2'''内線⑳●一一一

砂念23-2111内線福祉事務所
一

る人は， 10月31日(ﾌﾄjまでにお申し込み

ください。

○身体障害者手帳の交付を受けていて，

1級・ 2級に該当する下肢障害， ま

たは，体幹機能障害の人

○身体障害者（児）の属する世帯が，

所得税非課税世帯以下であること。

身体障害者（児）のために，住宅等

の整備（玄関，廊下等の通行の円滑化

や浴室,便所等の使用を容易にする等）

を行う場合， 70万円を対象経費として，

その4分の3を補助します。

制度を利用できる身体障害者（児）

の要件は，次のとおりです。希望され

専門の弁護士が，無料で法律の相談

に応じます。

と き 11月1日鯛

午後1時から3時まで。

ところ市民センター(春日町2-22,

念22-5683）

相談に応じる弁護士
いと が よしのり

糸賀良徳先生

ー

K在宅重度身体障害者短期入所制度
園畦料調停相談会

･市民活動課金23-2'''内線動

缶23-2111福祉事務所
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ

持する18歳以上の人（内部障害者の

人は除きます｡）

○入所期間 7日以内

○施設身体障害者療護施設

「愛正園」ほか

○利用料 1日1,370円

この制度は，重度の身体障害者の保

護者が病気等の理由（旅行等含む｡)に

より，家庭で介護ができない場合，身

体障害者を一時的に施設に入所させ生

活のお世話をするものです。

○身体障害者の要件

身体障害者手帳の1級・ 2級を所

と き 11月22日（金）

午後1時から3時まで。

ところ市民センター(春日町2-22,

念22-5683）

相談事項金銭，土地建物，交通事故，

公害，夫婦・親子，遺産等の

民事，家庭紛争一般

相談貝民事・家事調停委員

※相談は無料，秘密となっています。

畦城県最低賃金を改定
圃s(0292)茨城県労働基準局賃金課

●一一一

1 日 4，210円 1時間527円

平成3年10月10日嗣から実施

⑬

月, :〃日

10月15日(火）

16日(水）

17日体

18日崖

日㈹

時間(午後）

1時30分～

2時～

1時30分～

1時30分～

1時30分～

学%校名

松岡小学校

君田小学校

秋山小学校

東小学校

高萩小学校
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足 K市平成3年度文化祭 立幼稚園の園児募集

s23-113D 剛教育委員会 教育委員会 念23
、
Ｊ

Ｆ
Ｌ

Ｔ
Ｊ

ｒ
Ｌ

と き 11月1日㈱午後から8日鯛午

前まで。

（中央公民館は4日(月)まで｡）

ところ文化会館， 中央公民館

一般展示・文化会館

＊俳句＊書道＊写真＊美術
さつき

＊児童画，短歌， 川柳，皐月，

山野草

・中央公民館

＊盆栽＊革工芸，編物，華道

大会・文化会館

＊日舞， カラオケ（2日仕))，

剣舞,詩舞詩吟,バレエ(3

日旧)） ＊民謡尺八＊琴，

吹奏楽(4日(月)）

・中央公民館
まつちゃ せんちゃ

＊抹茶(3日旧)) ，煎茶(4日(月))，

川柳，短歌(10H(|1))

なお， ＊印については，一般募集し

ていますので,ふるってご応募ください‘

平成4年4月から幼稚園に入る園児を募集します。

○入園資格昭和61年4月2日から昭和62年4月1日までに生まれ，市内に居住

しているお子さん。

○願書配布平成3年10月21日(月)から各幼稚園で配布します。時間は，午前9時

から正午までです。

○願書受付10月21日(月)から11月6日㈱まで。時間は，午前9時から正午まで各

幼稚園で受け付けます。

○募集人員第一幼稚園 80人 秋山幼稚園120人

松岡幼稚園 80人 東幼稚園 80人

※いずれも1年保育です。詳しくは教育委員会， または各幼稚園へ。

'91県民芸術鑑賞の集い

偏薩天由帝）
冷

芸術の秋，群馬交響楽団による演奏

会を常陸太田市で行います。

と き 10月29日（火）

午後6時30分から

ところ常陸太田市民交流センター

曲 目 メンデルスゾーン交響曲「イ

タリア」ほか。

対象小学5年生以上の人（無料）

申込先往復ハガキに住所、氏名，年

齢を記入のうえ， 10月15日（火）

まで｡(当日消印有効）

〒313常陸太HI市金井町3690

番地教育委員会内，県民芸

術鑑賞の集い実行委員会へ。

盆(0294)72-3111内線316

ー

第4回磯原節全国大会

世
茨城県を代表する新民謡「磯原節」

の第4回全国大会が，作詩者野口雨情

の生誕地，北茨城市で盛大に行われま

す。

と き 10月19日仕)から20日(I I)まで。

午前9時から。

ところ北茨城市民体育館

※詳しくは，磯原節全国大会実行委員

会へ 念42-2511

0周年記念公民館まつり

羽中央公民館 念23-11
、
Ｊ

Ｆ
Ｌ

と き 10月19日出， 20日(日)の2日間

午前9時30分から午後4時ま

で｡(ただし,20日(I I)は,午後3

時まで｡）

ところ中央公民館，市民体育館

催しもの展示・バザーの部，発表の

部， 日用品即売会，食堂の部

※家庭で使わずに，不用になっている

日用品等がありましたら， 日用品即売

会にと．うぞ。

一
》
》

知らせ

市民体育館
、
Ｊ

Ｆ
Ｌ

10月20日旧)は，公民館まつり開催の

ため市民体育館の無料開放はしません

ので，お知らせします。

tあなたも会員になりませんか
鰡憲萩市ｼﾙバｰ人鮮、●

午後6時

一般 3,0001リ

高校生以下2,500円

(各当日500円増）

○開演

○入場料

橋本実加子，重|]1尚彦ほか

午後2時

大人 1,500円

中学生以下1,000円

○出演

○開演

○入場料シルバー人材センターでは会員を募

集しています。市内に住む， 60歳（女

性55歳）以上の健康で働く意欲のあ

る人，技能や経験を生かしたい人なら，

どなたでも加入できます。

プレイガイド q］【し[， 4】

田所書店，仲屋書店，㈲上島名ねもと， コミユニテイストア高浜やおけん，野木

商店， ピアノマート(磯原)； 日立市民会館Ⅲ 日立シビツクセンター，文化会館

03－テレフォンサービス「市政案内」は231151 ． 1152です－
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frLH1

ぼしゅつ
ところ市営野球場

競技種目 クロッケー，ゲートボール，

ターゲットバードゴルフ， フ

ライングディスクゴルフ，輪

投げ，紅白玉入れ， ジャンケ

ンゲーム

参加資格60歳以上で健康な人及び，

心身障害者(いずれも無料です｡）

参加料無料

申込先市民体育館

やオカメラの写し方教室

）
視聴覚ライブラリー(図書館内）

壷23-7174
＝

ビデオカメラの撮影方法や作品制作

の基本を習得するビデオカメラの写し

方教室が，高萩市・北茨城市及び十王

町視聴覚ライブラリーの主催で行われ

ます。

と き 11月211仕）

午前9時から午後3時まで。

ところ図書館2階会議室

講師県視聴覚教育指導員

田中鉱一郎先生

高萩中学校

柴田光一先生

募集人員 30人（先着順）

参加料1,200円

（昼食， テキスト代）

申し込み10月15日㈹から26日仕)まで。

『
城県農林漁民

芸術祭美術展

壷23-2111 四唖少農林課
咳可

L』

募集作品日本画，洋画（油絵，水彩，

パステル，版画)，吉，写真

応募資格県内在住の農林漁民

展示期間12月13日(金)から19日(木)まで

の7日間。

展示会場県民文化センター

作品の搬入期間

11月21日(木)から23日仕)の3［｜

間，午前9時から午後4時ま

で。 (個人搬入）

搬入場所県民文化センター裏玄関

申込方法申込票・作品票・預り証

（本人控)のところは，必ず出

品者が正確に記入してくださ

いr,○

行政相談 〃

Ⅱだ〃き 10月17日㈱を識箇休）

午後1～3時

ところ市民相談室

担当市民活動課 内線261

交通事故相談

とき 10月16日㈱午前10～午後3時

ところ市民相談室 -

担当市民活動課 内線261

健康・育児相談

とき毎週月曜日 午前9～11時

ところ保健センター 金24-2121

ことばの教室

日時を電話で打ち合わせてください。

:鑑ところ高萩小学校二jﾛﾕ ﾛ 念23-4240

心配ごと相談

とき毎週木曜日 午後1～3時

ところ市民センター 壷22-5683

担当社会福祉協議会 内線354

家庭児童相談

･とき毎週火曜日 午後1～3時
；

ところ市民センター念22-5683

担当福祉事務所 内線352

補聴器と補装具の巡回相談

身体障害者手帳とハンコを持参のこと。

とき 10月25日(金） 午前9～12時

ところ市民センター 念22-5683

担当福祉事務所 内線353

子ども相談

日時を電話で打ち合わせてください。

ところ教育委員会指導課壷23-1131

ー

ル

蚕西二西靭市民体育館
●

と き 10月20日旧）

午後2時まで

＊＊＊＊＊

ひらお

○石 平郎さん （本町）

100,000円 香典返しの一部

○鈴木重忠さん （下君[1I)

1,000,000円

遺族会援護，社会福祉のため

○高萩市カラオケ望み会

30,000円 社会福祉へ

囮図書寄贈

古書寄贈

○福地志保さん （本町）

ん （上手綱）

社会福祉へ

ん （高浜町）

お見舞金の一部

ー

300,()00円

つ高萩文化交流会

社会福祉へ

ん （高戸）

香典返しの一部

30,000円
ちかし

○今川 親さ

100,000円

○ムロヤ塗装店
＊

50,000円 社会福祉へ

○鈴木道重さん （上君田）

10(),000円 香典返しの一部

11月の 日曜当番医弓

＊
＊
＊
＊

弓 人□と世帯一 ●－、

前月比

(-11)

(-13)

(＋2）

(＋3）

35，308人

17，400人

17,908人

10,950世帯

一

口
帯
男
女
人
世

－ノ時間は，いずれも午前9時から午後4時までで或 9月1日現在

⑮

3日

10日

17日

24日

樋渡医院

石 病院

十王医院

滝川医院

白土医院

大和町

東本町

卜王町

春日町

東本町

22-2202

23-1711

32-3266

23-3100

22-2697
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太切りの過酷な競技です。

このレースは， 5， 6年前からはじ

鐸一J

「両親の応援がうれしかったJ 「卒

業の良い記念に凶と， 9月10日(火)，秋

Ｉ
ス
」

中
学
校

められた運動会の目玉， 自由参加で今

年は約30人が参加しました。生徒たち

は，汗びっしょりになりながら全員，

みごとに完走しました。

山中学校の運動会，鉄人レースに参加

した生徒たちの感想です。レースは，

まず， ブールで水泳250メートル，マ

ラソン約2キロ，輪投げ，そして，丸

蕊
／

擁彩謬鼠
罐騒

悪ユ

韓

盤

市民憲章 磯磯（
》 ツリフネソウ

（ツリフネソウ科）

“花を帆かけ舟に見たて” 1セ

ンチほどの柄で“垂れ下がる” と
つりふね つりふれ

ころから「吊舟草｣｢釣舟草」とい

います。高さは40から80センチで，

花は鮮やかな紅紫色，内側に濃い
ふ

紫色と黄色の斑があります。

1． 自然をたいせつにし，美

しいまちをつくりましょう

1． きまりを守り，明るいま

ちをつくりましょう

1．礼儀を正しくし， うるお

いのあるまちをつくりまし

I‐易
李ノ

1．元気で働き，豊かなまち

をつくりましょう

1．思いやりのある，あたた

かいまちをつくりましょう

＃ 鰯

録

蕊
藷

罐

』、
高萩山草会提供

今,人根っ葉のごまあえ， 編集後記昨年度北部衛生ｾﾝﾀｰに
漬物などに人気が集まっている。島名の 運ばれた資源以外のゴミは， 1日平均，

村山栄一さん宅では，毎年，サンマの時 収集車44台分｡これは,全て燃やすか，

期に合わせ大根っ葉を出荷している。間 埋められた｡前年は42台｡ゴミ減量の解

引き大根でなく，最初から葉の出荷だけ 決策はどこに？12月号でゴミ特集をする

が目的で，手がけてからもう10年の歳月 ため,今,約500世帯にお願いしてゴミの

が流れたという。何事もアイデアという 調査を行っている。ゴミ減量化の良い

か，先見の明にチョット驚いた。 （春） 方法があれば,ぜひ,ご提言を。 （ヒロ）

この市報は，エコマーク認定の

再生紙を使用しています。
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